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水先区・強制水先対象船舶のあり方部会の検討状況について

１．目 的
水先制度のあり方に関する懇談会の下に当部会を設置し、水先区・強制水先

、 。対象船舶の範囲等のあり方に関する事項について 専門・技術的な検討を行う

２．審議事項
・水先区の範囲のあり方

・強制水域の範囲のあり方

・強制水先対象船舶の範囲のあり方

・同一湾内の複数水先区の取扱い 等

３．開催状況

○第一回

開催日 平成１６年７月２１日（水）

議 題 （１） 部会の検討の進め方について

（２） 水先区・強制水先対象船舶のあり方について
（３） その他

○第二回
開催日 平成１６年９月 ３日（金）
議 題 （１）水先区・強制水先の範囲に関する調査について

イ 水先区・強制水先の範囲に関する調査について
ロ 調査の進め方について

（２）強制水先対象船舶の基本的指標（総トン数、長さ）の単位について
（３）同一湾内の複数水先区の取扱いについて
（４）その他

○第三回
開催日 平成１７年２月１６日（水）
議 題 （１）当部会において検討すべき事項の整理について

（２）水先区・強制水先の範囲に関する調査結果について
（３）東京湾における不適切運航の実態に係る関係者からの報告について
（４）同一湾内の複数水先区の取扱いについて

①水先区・免許範囲に係る関係者からの提案について
②三大湾内の免許範囲のあり方について

（５） その他
①業務量の少ない水先区のあり方に係る関係者からの提案（補足）
について

②その他

○３月１１日（金）に第四回目の部会を開催する予定



水先区・強制水先対象船舶のあり方部会名簿（敬称略）

部会長 加 藤 俊 平 東京理科大学教授

井出本 榮 全日本海員組合組合長

今 津 隼 馬 東京海洋大学教授

小 野 嘉 久 水先人会代表

斎 藤 徹 郎 水先人会代表

坂 正 直 （社）東京湾海難防止協会理事長

関 根 康 外国船舶協会専務理事

原 田 英 博 （社）日本船主協会

松 本 宏 之 海上保安大学校教授

萬 治 隆 生 （社）日本船主協会

森 本 靖 之 （社）日本船長協会会長

（海事局・港湾局担当）大 庭 靖 雄 国土交通省大臣官房審議官

長 田 太 国土交通省港湾局管理課長オブザーバー

〃 村 上 玉 樹 海上保安庁交通部安全課長

（事務局） 国土交通省海事局

（五十音順・敬称略）


